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＜練習予定＞    ３月     ６日 １３日 ２０日 

           ３月１１日（土）合唱祭事前舞台練習 

           ３月１２日（日）市民合唱祭本番（２部） 

                     ４月     ３日（総会：２０時より） １７日 

         ５月     １日  ８日 ２９日 

 ＜練習曲＞  「花に寄せて」 星野富弘/作詞  新実徳英/作曲 

「Veni, veni Emmanuel」 

     「A Magyarokhoz」  

    「Enek Szent Istvan Kirakyhoz」 ゾルタン・コダーイ作曲 

＜練習時間＞ 月曜日６時３０分～９時００分 〈練習場所〉崇善公民館 

           練習欠席の際の連絡 男性：鈴木 090・8452・5037 

                     女性：梅林 090・4822・7882 

北村 090・4077・3947 

合唱祭のこと 

◆舞台でのマスクの着用について、合唱連盟から連絡がありました。 

 “マスクを外すことは個人の判断とする”ことになりました。舞台上でマスク

を外して歌ってもよいです。マスクを外したくない人は着けたまま歌ってくださ

い。舞台上以外はマスク着用です。ただ、特別演奏については演奏時にマスク着

用となります。 

◆合唱祭当日、下記のことを確認してからご参加ください。 

 □ 高熱（めやすは、平熱＋１℃以上）がある方 

 □ 体調不良（風邪・発熱・咳・咽頭通などの症状あり）の方 

 □ 同居家族や身近な知人に感染が疑われる人がいる方 

 該当する方は参加を見合わせてください。その際は役員かパートリーダーに欠

席の連絡をしてください。 

 

コダーイ作曲『 Ének Szent István királyhoz 』 

（ 聖イシュトヴァーン王賛歌 ） 

◆訳詞を紹介しようと思い、インターネットで検索したのですが見つかりません

でした。改めて中村先生から教えていただきたいと思います。そに際は皆様に紹



介します。本日はイシュトバーン王について紹介します。（[ウィキペディア]より） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――  

 ヴァイク（のちのイシュトヴァーン 1 世）は、マジャル人の大首長でハンガリー

大公ゲーザ（英語版）の息子として、969 年または 975 年、エステルゴムで生まれ

た。985 年、プラハの聖アダルバートから洗礼を受け、イシュトヴァーン（ドイツ

語：シュテファン Stephan ）の洗礼名を授けられた。995 年、バイエルン公ハイン

リヒ 2 世の娘ギーゼラと結婚し、彼女との間に少なくともイムレ（ハンガリー語版）ら

3 人の息子とアガタ（イングランド王エドワード・アシリング夫人）ら 2 人の娘

（もう一人はブルガリア皇帝ガヴリル・ラドミール（英語版）夫人）がいたが、息子

たちはいずれもイシュトヴァーンより先にこの世を去った。 

 997 年、父ゲーザの死を受けて大首長となったイシュトヴァーンは、各地へ軍事

遠征を行ってハンガリーの統一を進め、1000 年 12 月 25 日（1001 年 1 月 1 日とする

説もある）にローマ教皇シルウェステル 2 世から授かった冠を用いて、エステルゴ

ムで戴冠式を行った。こうして、正式にハンガリー王国が成立した。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

～ シリーズ 私と合唱 ～ 

酒に誘われて出会った合唱  

                                 鈴木 

 私は中学、高校とは部活は体育系でした。合唱は音楽の授業で歌うくらいで、

中学の時に、市の音楽会でクラスみんなと歌った「流浪の民」が特に印象に残っ

ています。そんな私が、本格的に合唱を始めたのは大学からでした。 

入学後のキャンパスではサークルの勧誘が盛んでした。高校の友達と構内を歩

いていると、ヨット部や社交ダンス部の方から声をかけられました。そして…。

グリークラブ（？）の方から、「ただで酒が飲めるからおいでよ。」と誘われ、友

達と横浜の野毛にある「叶屋」という飲み屋に連れて行かれました。内心“ただ

で飲んで、入るかどうかの返事は後でいいや”と思っていました。それが宴たけ

なわになり、先輩たちは立ち上がると突然歌いだしたのです。「いざ立て戦人よ」

「U Boj!」「自由の歌」「君といつまでも」そして「遥かな友に」。本格的な合唱を

身近で聴いたのが初めてで、酔いもあってか大変感動しました。そのまま先輩の

家に泊めていただき、さらに合唱について熱く語る先輩の姿を見て、即入部を決

めました。 

ただほど怖いものはない。それから不純な動機での合唱人生が始まりました。                                
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